

























































































































版を 1997 年に出版され、1975 年から 1997 年までの約 20 年間の間の学問的状況の変
化にも触れ、学問的な古さを感じさせない。結論部分、論の展開には上記のような
点から疑問が残るとはいえ、本書との対話は知的好奇心が増すものであった。訳注に
よって初学者にも配慮が為されている点、少し難解な日本語ではあるが、「神につい
て」という旧約神学の重要なテーマを扱う類書が少ない中で訳出された点、旧約神学
の考え方、とらえ方、議論の進め方など考えさせられる点等から、本書が日本の旧約
神学を志すものへの影響は大きなものがあるといえよう。
